女子跳馬における採点規則の改訂に伴う諸問題について by 山田 まゆみ





































































2跳躍技 」”11：前転狐、側転狐等 Jレーブ1：倒立回転とび ）レープ1：倒立回転とび
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































項目 1 9 8 5年版 1 9 8 9年版 1 9 9 3年版
5種目特有 第 2空中局面 第2空中局面 第2空中局面
の減点 一恣易娃 （体・楓） 0.20まで魯易娃（体，楓） 0. 20まで
滉定され切れりi｛禾tり 逍定されt沿ねり猜騨 ー規定されta0ねりQ)時期が
まti店月が早すぎる 各0.30まで 且すぎるまti禾十分 各0.30まで 早すぎるまti禾十分 各0.30まで
ー利tりな贔さと珪 各0.50までぷt分な贔さと翡 各0. 50までゴ禾tりな恥 0.50まで
ぷtりな翡 0.30まで
噌屠蘭に体がl的なし＼ 0.30まで一着婚前 I~体が｛血びなし＼ 0.30までボ十りな俗易
ー利tりな雑 ト利tりな危易 （か i込み、屈身、｛申身） 0.30まで
（かかえ込み、届身、 l申身） 0. 20まで （かかえ込み、屈身、柚身） 0. 20までト着婚蘭0体Q)開き、柚ばしが〗い 0.50 まで
その他の減点 その他の減点 その他の減点
ー翡を難しなし場走 喝眉を籟しtn場走 喝眉を籟しなし1
・酎l屈に偵れる 鱚 •薗灯板ま t:ii屈馬に位れる 鱈 •踏切板ま I:Ii困馬t位れる 峠
，薗藷遠れなし＼ 備5灸参軋 ・踏灯板と龍馬に位れない 第5灸参照 場枝Iaで3叡場走
（規定は最大2回、自庸は最大3回まで） （規定は最大2回、自間は最大3且まで） 謹枝を行う 0. 50 
潜枝Iaでc3帥 ー規定眉枝0)憔屈達反 鱈
雌枝に対して *0.50 廿紐Ib, Il.皿で
•羞枝 I b. Il、D1でO 駐難を行う 峠
絹肋雌に対して *O. 50 渭蒻I:2複l:c
＊主奢より出貞 晏業を行う 観
6種目特有 ー規定篇枝の解嘉違反 観ー規定篇枝0)偵塁達反 鯖一蔦眉番号0表示達いあるいは
の減点 渭猜lる薗に2複J:Q) 潜枝lb,Il, I[で 翻を哉尿しなし＼ 0. 3( 
（種目特有 ＂§作を行う 鱈 設篇枝を行う 鱈←錢枝Il旧で1岡のみ0篇枝
の要求の 潜枝＇りおいて 潜枝IQ)おいて 蘭枝されtJ蔦眉枝0得点+2＝最終得点
欠如） *1椒）秘難 . 1叡）籾紐 一餞枝皿において国一〇屈眉枝グルー1
論じられt；息眉0点敦を2で窟Iる ＊実施されt篇枝0得点から10 から2卵難あるいIi
*2配揖哨 •月ーグ）レー 1から©2回0篇枝 潤とも尉じ屈員肋難
2つ0点の平均から1.00 i点する *2回0禍枝の平均点から1.0 2回の稿枝の浮月点ー1.00=最終得点











































































































































































nンダート後転とび一後方伸身宙返り 2 i 9. 90 
0:,94後転とび一後方かかi込み宙返り-t1込回み1閥宙回返閲りりc>＿l I _・ 2 4 15 --111I i|―l-0O.-00  -nンダート後転とび一後方伸身宙返り
nンダート後転とび 1回吐り一後方かかえ込み宙返
ー，．．．．・----・一-・---●-- -----. 
nンダート後転とび 1回閥り一後方屈身宙返り ◎ 1 10. 00 
--------→・--—• -----—• →-. . --. ----・――ー・ー～
nンダート後転とび一後方伸身宙返り 11/2ひれり 1 I 10. 00 
--・------------•一• ----．--•- -• --- - --••—--• - - ・---------
nンダート後転とび一後方伸身宙返り 2回ひねり 2 10.00 
---・ -------------・ -----
Dンダート後転とび1/20切ー前方屈身宙返り ※ 2 10.00 
_,  - --F • ----•- ．------ー→ --·-----·幽—―
nンダート後転とびー1/2昧り前方かかえ込み宙返り
-• -- -• -.  • -．＂ -- → -- - ―.．↓雫一^ ← • --
nンダート後転とび1/20訓ー前方かかえ込み宙返り※
--- - ,.. ".. - + → ← ----- --・--
nンダート後転とびー1/2昧り前方伸身宙返り






















































この大会時点て‘‘価値点9.40の技が 1種類 1跳躍， 9.70
が 1種類 2跳躍， 9.90が 3種類11跳躍， 10.00が 6種
類50跳躍実施され，価値点10.00の技は，全体の74.6










































































1985 1989 1993 
前転とびー前方かかえ込み宙返り 9.80 9.90 9. 70 
前転とびー前方かかえ込み宙返り 1/2ひねり 9.90 10.00 9. 80 
前転とびー前方屈身宙返り 9.90 10.00 9.80 
前転とびー前方屈身宙返り 1/2ひねり 10. 00 10.00 9.90 
前転とびー 1/2ひねり後方かかえ込み宙返り 10. 00 I 9.90 1 9. 80 
前転とびー 1/2ひねり後方屈身宙返り ・―!_o.o 10. o I 9. 90 
前転とびー前方かかえ込み宙返り 1回ひねり 10.00 10.00 10. 00 
前転とびー前方伸身宙返り 1/2ひねり 叉圧竺--皿I10. 00 10. 00 10.00 
第一空中局面でかかえ込みまたは屈身前方宙返りし 00 10. 00 
第_:_.空中局面で前方宙返りして前方宙返り 10.00 10.00 
前転とびー 1/2ひねり後方かかえ込みあるいは屈身宙返り 1罰切以上10. 00 10. 00 10。00
1/2ひねり倒立回転とびー 1/2ひねり前方かかえ込み宙返り 10. 00 10.00 9. 90 
1回ひねり前転とびー前方かかえ込み宙返り 10.00 10.00 
前転と、びー前方かかえ込み 2回宙返り 10.00 10. 00 









































-----•—--- -- ・ー・• --・・--・・----・・-------・- .一ーI .. -•一，----•一―-• 9 
醤 闘 以仕
価 値点
1985 1989 1993 
伸身ッカハラとび 9. 90 9. 70 9. 60 
---・ 
かかえ込みッカハラとび 1回ひねり 10. 00 9. 90 9. 70 
屈身ッカハラとび 1回ひねり 10. 00 10. 00 
伸身ッカハラとび 1回ひねり 10. 00 10. 0り□五
ー・
かかえ込みッカハラとび 11/2ひねり 10. 00 10. 00 9. 90 
・-・・ - ー・- -
屈身ッカハラとび 11/2ひねり 10. 00 10. 00 
伸身ッカハラとび 11/2ひねり 10.00 1 o. oo I 1 o.o_~ 
ッカハラとぴ後方かかえ込み 2回宙返り 10. 00 10.00 10.00 
ッカハラとび後方屈身 2回宙返り 10. 00 10. 00 10.00 
.~ - -. ＿ 
第一空中局面で 11/2ひねり、後方伸身宙返り 1回ひねり・ 1/2 OtJり10. 00 I 
第一空中局面で 11/2ひねり、後方宙返り（体勢は任意） 10. 00!10. 00 ． 
屈身ッカハラとび1/2ひねり I 9.Bo 
..←---------------・-----・-----
伸身ッカハラとび1/2ひねり 9. 70 
·--···--··-•··---·-· -... ・-. -・. -・ -..  -. . . -・ --・ 一・— •---- --













































ロンダート後転とび 1回ひねり一倒立回転とび 1回ひねり ◎ --~--—- ---・-------・ -・---・ -一-―--------
ロンダート後転とびー後方かかえ込み宙返り 1回ひねり
- -. - -- - • -- -
ロンダート後転とび一後方伸身宙返り 1回ひねり
- ―→  • --------・---・-. --・ -・一
ロンダート後転とび 1回ひねり一後方かかえ込み宙返り ◎ 
--------←------- - -→ ---• •一•- --. -→ -- -．．- ---―-•• -• -' 






――-・-------•—• _ ＿ _ 
ロンダート後転とび1/2ひねりー前方かかえ込み宙返り ※ 






|. ． --••一- -• ---―-―-• -—• -•• • -----—ナー―--—• ―--- -• ←-
ロンダート後転とび1/2ひねり一 1/2ひねり後方かかえ込み宙返り※
-----·•—.. . •• ---← -•9~ ←ー・●→●. . -← ← ---—• --→こ●←ー・.--. ----
ロンダート後転とび一後方伸身宙返り 2回ひねり







呵ー 9 -•- - - →＿ ＿疇•
ロンダート後転とび1/2ひねり一 1/2ひねり後方屈身宙返り ※ 








1985 1989 1993 
9. 90 9. 70 9. 60 
10. 0 10. 00 
10. 0 10. 00 9. 70 
l - - - ------ --
10. 0 ! 9. 90 9. 70 
10. 00 t-l !I i1 lO0-. -0 -0-, I • 9. 80 ―̀. -- ・ - -.--
10.00 9. 80 
- -
10. 0 9. 90 
-----―・ TI ——- -
9. 60 









10. 00 10. 00 
10. 00 10. 00 10. 00 
10. 0 10. 00 10. 00 






















54 山 田 ま ゆ み
てあったのかを常に大切にしながら採点することを
忘れてはならない。
6 まとめ
採点規則改訂に伴う技の変遷に的を絞り，採点規
則改訂による国際的動向とその問題点について明ら
かにした。
採点規則改訂に伴い，選手に志向された跳躍技に
明らかな変化が見られた。これらの実施状況の変化
には，価値点の改訂が最も大きな影響を与えている
と思われ，今後も価値点に差がある限り，より高い
価値の技へと志向されるのは当然て‘‘あろう。また，
跳躍技の優位性の問題により，同じ課題を持つ技て‘‘
あれば，今後の発展性を望める技が志向されていく
のは当然て‘‘ある。
価値点の設定については，採点規則1993年版にお
いて問題となる跳躍技の価値点があるが，体系論に
甚づいた判断だけてなく，技の希少性や今後の発展
性も加味して価値点を決定することも大切てはない
かと思われる。
競技会の場において，実施される技の価値点に大
幅な差が生じている場合， どれだけ難しい技が出来
るかということが採点の前提条件になることも考え
られるが，採点の現場て‘‘は， どのような捌きを良し
とするのか， どのような出来栄えてあったのかとい
う採点競技の本質を追求することを忘れてはならな
ぃ。 今後の課題として，グ）レープ 4の跳躍技につ
いて，体系論に基づいた技の分類と跳躍技の価値点
について研究を進めてみたい。
注
1)文献 6P88 
2)文献 8P21 
3)文献 8P21 
4)文献 7P33 
5)文献 7P35 
6)文献 4P35 
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